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《臺 北 人 》の主題一考察
一 人 々 の 「執 着 」一
久 下 景 子
1 .はじめに
《臺 北 人 》は 14篇 の 短 篇からなる小説集である。作 者 白 先 勇 （1937 .7 .1  
1 - ) は 北 伐 将 軍 •国 防 部 長 に 従 事 し て い た 白 崇 禧 の 第 7子 で 、台湾大学外 
文 系 に 在 学 中 、級 友 歐 陽 子 、王文興等と雑誌《現代文學》(1>の創刊にも尽力 
し、6 0 年 代 台 湾 モ ダ ニ ズ ム 文 学 の 旗 手 と み ら れ て い る 。《臺 北 人 》は白先 
勇 が 主 に 雑 誌 《現 代 文 學 》に 掲 載 し て い た 短 篇 小 説 を ま と め た も の で 、各 
作 品 に は 国 民 党 軍 の 大 陸 撤 退 と 共 に 台 湾 に 渡 っ て き た 年 齢 も 職 業 も 生 活  
ス タ イ ル も 異 に す る 人 物 の 生 き ざ ま が 描 か れ 、そ の 作 中 人 物 の 数 奇 な 運  
命 を 通 し 、過 去 の 思 い 出 と 現 実 の 狭 間 に 生 き る 登 場 人 物 の 姿 が 作 者 の 冷  
静 な 眼 を も っ て 描 写 さ れ て い る 。
この小論は、《臺北人》の 先 行 研 究 、プ ロ ッ トに言及しながら、作中の登 
場 人 物 の 描 写 に 焦 点 を あ て 、《臺 北 人 》の 主 題 の 解 明 を 試 み る も の で あ  
る。
2 .《臺 北 人 》創作背景及び構成
《臺 北 人 》各 短 篇 の 執 筆 は 196 5年 か ら 197 1年 で 、白先勇が2 8歳 か ら 3 
4 歳 の 時 で あ る 。彼 は 19 6 2 年 、ア メ リ カ ア イ オ ワ 大 学 「作 家 工 作 室 」に留 
学 し 、そ の 後 引 き 続 き ア メ リ カ に 滞 在 し て い る の で 、各 篇 は 在 米 で の 作  
品 と い う こ と に な る 。
《現 代 文 學 》記 載 の 際 に は 「臺北人 之 一 」「臺北人之二」… というような表 
題 が 書 か れ 、そ の シ リ ー ズ を 明 確 に し て い る 。また、その題目の傍には劉 
禹 錫 の < 烏 衣 巷 〉 の 詩 「朱 雀 橋 邊 野 草 花 、 烏 衣 巷 ロ タ 陽 斜 、 舊時王謝堂 
前 燕 、飛 入 尋 常 百 姓 家 」が添 え ら れ て い る 。白先勇は中唐の詩人劉禹錫が 
唐 朝 の 国 勢 の 衰 え を 憂 い 、歴 史 の 移 り 変 わ り の 物 悲 し さ を 詠 ん だ よ う  
に、このシリーズ執筆の際に西晋の金陵遷都への歴史を借りて、国民党政
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府 の 来 台 を 表 し た と 言 っ て い る 。（《樹猶如 此 》P .20 1 ) (2)この西晋と国民 
党 政 府 の 関 係 に つ い て は 、《臺北人》の 書 名 に つ い て 「登場人物がほとんど 
台 北 と い う 都 市 の ネ イ テ イ ブ で な い の に 、どうして『台 北 人 』となってい 
る の か 」と い う 山 口 守 氏 の イ ン タ ビ ュ ー の 返 答 に も 繰 り 返 し 述 べ ら れ て  
いる。⑶1 9 7 1 年《臺 北 人 》と し て 刊 行 し た 際 に は 、そ の 第 一 頁 目 に 「紀念 
先 父 母 以 及 他 們 那 個 憂 患 重 重 的 時 代 」（父母及び彼等のその憂患の絶えな 
い 時 代 を 記 念 し て ）という言葉を新たに加えている。《臺 北 人 》各作品の初 
出 は 〔表 1 〕の 通 り で あ る 。<  秋 思 〉だ け 初 出 が 《中 國 時 報 》においてであ 
るO.
〔表 1〕：臺北人作品一覧
( 1 ) 永遠的尹雪翻 (1965-4 )-24 ⑻ 思舊賦 (1969 .3 )-37
(2) 一把青 (1966 .8 )-29 (9) 滿天裡亮晶晶的星星 (1969 -7)-38
( 3 ) 遊園驚夢 (1966 .12)-30 (10) 孤戀花 (1970 -3 )-40
( 4 ) 歲除 (1967 -8 )-32 (11) 冬夜 (1970 .10)-41
( 5 ) 梁父吟 (1968-5 )-33 (12) 花橋榮記 (1970 .12)-42
( 6 ) 金大班的最後一複 (1968-5 )-34 (13) 秋思 (1971)中國時報
( 7 ) 那片血一般的杜驕花 (1969 -1)-36 (14) 國葬 (1971 -5 )-43
(注 ）ハイフンの後の数字は《現代文學》発刊番号
こ の よ う に い く つ か の 短 篇 が 集 ま っ て 、一つのテーマを示す手法は 
J o y c e ,J a m e s ( 188 2— 1 9 4 1 )の“ D u b lin e rs ” の影響を多少とも受けて 
いる と 指 摘 さ れ る 。（4)だが、執筆当初 か ら 《臺北人》として、14篇を構想し 
てい た わ け で は な い よ う だ 。白先 勇 に は 「ニューヨーカーシリーズ」(5)と呼 
ば れ る 一 連 の 渡 米 中 国 人 知 識 人 の 物 語 が あ る が 、実 は 《臺 北 人 》の第一篇 
となる< 永 遠 的 尹 雪 艷 >は そ の シ リ ー ズ の 途 中 か ら 着 手 さ れ て い る 。「ど 
う し て ニ ュ ー ヨ ー カ ー シ リ ー ズ の 執 筆 を お い て 台 北 人 シ リ ■ーズを書き始 
め た の か 」と い う 林 懐 民 の 質 問 に 、彼 は 「は や く 書 か な け れ ば 、あれらの 
( 《臺 北 人 》作 中 の ：久 下 注 ）人 や 物 語 、あ の よ う な ゆ っ く り と な く な り つ  
つ あ る 中 国 人 の 生 活 ス タ イ ル は 、す ぐ に 過 去 の も の と な っ て し ま い 、一 
旦 過 去 の も の に な る と 取 り 返 し が つ か な く な る か ら だ 」（《驀 然 回 首 》 p.
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1 7 4 ) (6)と答え、更 に 、「（書 く べ き 題 材 が ：久 下 注 ）な く な る ま で 書 く 、書 
けなくなったら終わりだ」（同p .1 7 4 )と返答している。
白 先 勇 が 《臺 北 人 》の 各 短 篇 に 着 手 し て い た 正 に そ の 頃 、大陸では文化 
大 革 命 が 勃 発 し て い た 。彼 の 回 想 に も あ る よ う に 「当時の創作の心境は国 
民 党 政 府 興 亡 の 歴 史 の 回 顧 の み な ら ず 、それに文 化 大 革 命 が 追 い 討 ち を  
か け た 形 と な り 」（《樹猶 如 此 》P.2 0 2 ) (” 、後から回想すると確かに悲観的 
で あ っ た よ う で あ る 。この文化大革命は後の < 夜曲〉 （1979) < 骨灰〉 （1 
9 8 6 ) 、両 作 品 の 主 題 に 取 り こ ま れ て い く 。《臺北人》では歴史的事件とし 
て は 国 民 党 軍 の 来 台 以 前 の 辛 亥 革 命 、五 四 運 動 、抗 日 、北伐が取り上げら 
れ て い る 。1 4 篇 中 、史 実 が 明 らかものは< 一把青> の国共内戦、< 那片血 
一 般 紅 的 杜 鵑 花 〉< 秋 思 > 二 作 の 抗 日 戦 争 、< 歳 除 > の辛亥革命 及 び 北  
伐 、< 冬 夜 > の 五 四 運 動 、< 國 葬 > の 北 伐 で あ る 。特 に < 冬 夜 〉 という二 
人 の 老 教 授 の 対 話 ’か ら な る 作 品 に つ い て 、「今 の 私 は 『冬 夜 』で あ る 。」 
( 《樹 猶 如 此 》P.2 0 3 ) と述べ、当時《臺 北 人 》の登場人物に比べて年齢が若 
か っ た 白 先 勇 に と っ て 、「そ の 当 時 に 今 の 自 分 の 心 境 を 書 い た の で あ っ  
て、そ れ は 『予 言 』のようなものであった」（同P.2 0 3 )⑻という。
3 .《臺 北 人 》登場人物
次 に 各 作 品 の 主 要 登 場 人 物 及 び 遍 歴 を 〔表 2 〕にあげる。表 2 の提出順序 
は《臺 北 人 》の提出順序に則っている。前 掲 の 〔表 1〕と較べると、いくつか 
の 作 品 に おいて提出順序の異同がみられる。
〔表 2 〕：《臺 北 人 》主要登場人物及び遍歴
作品名 主要人物 遍歴 .
( 1 ) 永遠的尹雪翻 尹雪艷 上海百楽門ダンスホールの華(上海）
-> ? 高級マンション居住(台北）
(2) —把青 朱青 金 陵 女 中 の 学 生 -*空 軍 飛 行 士 妻 (南 京 ）
— 空軍新生社歌手(合北）
( 3 ) 歳除 賴鳴昇 抗日戦争四川中隊長(大陸）
4 栄 民病院厨房買付け係(台南）
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( 4 ) 金大班的最後一夜 金 大 班 (金 兆 麓 ） 上海百楽門ダンスホールの華(上海）
一「台巴里」ダンスホール「犬班」（台北）
( 5 ) 那片血一般的杜鵑花 王雄 農家の息子—抗日壮丁 (湖南）
4 台湾人宅使用人(台北）
( 6 ) 思舊賦 順恩嫂 李 家 使 用 人 (南 京 )4 療 養 (台 南 ）
羅伯娘 李 家 使 用 人 (南 京 )4 李 家 使 用 人 (台 北 ）
( 7 ) 梁父吟 樸 公 (樸 圓 ） 辛 亥 革 命 •北 伐 参 軍 (大 陸 ）
4 退 官 (台 北 ）
( 8 ) 孤戀花 總司令(雲芳老六 萬春 楼 ホ ス テ ス （上海）
― 「五月花酒家」ホ ス テ ス （台北）
( 9 ) 花橋榮記 盧先生 名 家 子 息 (桂 林 ）
-小 学 校 教 員 (台 北 ）
( 1 0 ) 秋思 萬夫人 ? -> 日本領事館領事の夫人(？台北）
華夫人 将 軍 夫 人 (南 京 )- * 未 亡 人 (？台北）
( 1 1 ) 滿天裡亮晶晶的星星 教 主 (朱 燄 ） 上海明星公司の無声映画スター(上海）
4 ? 台 北 新公園の浮浪者(台北）
( 1 2 ) 遊園驚夢 錢夫人 芸人—将 軍 夫 人 (南 京 )一 未 亡 人 (南台湾）
寶夫人 芸人4 次 官 夫 人 (南 京 )4 長 官 夫 人 (台 北 ）
( 1 3 ) 冬夜 余嶔磊 五 四 運 動 参 加 (北 京 )4 大 学 教 授 (台 北 ）
吳住國 五 四 運 動 参 加 (北 京 )4 著 名 教 授 (米 国 ）
( 1 4 ) 國葬 秦義方 李将軍庶務将官(大陸）
-療 養 (台 南 ）
(注 ）「？」は物語において明確に言及されていないもの
袁 良 駿 氏 は 《白先 勇 論 〉に お い て 、白 先 勇 の 作 品 群 を 、登場する主人公 
や そ の 生 い 立 ち 等 に よ っ て 「挽 歌 」と「哀 歌 」に 分 類 し て い る 。〔表 2 〕の作 
品番号を用いると そ れ ぞ れ 次 の よ う に 分 け ら れ る 。
沒 落 貴 族 的 挽 歌 （没落貴族の挽歌）… （1) (3) (6) (7) (10) (12) (14) 
無 辜 者 的 哀 歌 （罪無き者の哀歌）… （2) (5) (9)
淪 落 者 的 哀 歌 （没落者の哀歌）… （4) (8)
同 姓 戀 愛 者 的 哀 歌 （同性愛者の哀歌）… （11)
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老一代知識分子的 哀 歌 （一世代前の知識人の哀歌）… （13)
こ の 分 類 に よ る と 、《臺 北 人 》の 作 品 半 数 は 「没 落 貴 族 の 挽 歌 」に分類さ
れ る 。白先勇自身は《臺 北 人 》において、さまざまな人々を描いたと主張し 
て い る が 、そ こ に は 少 な か ら ず 偏 り が あ っ た こ と が わ か る 。これらの登 
場 人 物 が 過 分 に 過 去 の ノ ス タ ル ジ ア に 取 り つ か れ て 現 実 が 直 視 で き な い  
現 象 を と ら え て 、「殯 儀 館 的 化 妝 師 」（葬 儀 場 の 化 粧 師 ）というような辛辣 
な 言 （李 黎 「東 風 」雑 誌 、出 版 年 月 不 詳 ）もあるが、袁 良 駿 氏 は こ の よ う な  
発 言 は 非 科 学 的 で 、文 学 の 独 立 し た 美 学 を 見 失 っ た 評 で あ る と 反 論 し 、 
む し ろ 、白 先 勇 の 小 説 は す で に 破 壊 さ れ た 美 を こ の 世 に 再 現 す る こ と で  
あり、白先 勇 を 「逝去 的 美 的 造 像 師 」（失った美の 創 造 者 ）と呼び、そ れ は 、 
魯 迅 の 「悲 劇 將 人 生 的 有 価 値 的 東 西 毀 減 給 人 看 」（悲劇は人生の価値ある 
も の を 破 壊 し て 人 に み せ る ）（《魯迅全集一巻》p. 1 9 2 ) に通じるものであ 
る と し て い る 。まだ、こ の 「失った美」「破 壊 」と類似の見解として、山口守 
氏 も 《臺 北 人 》に 流 れ る リ ズ ム を 「喪 失 の 甘 美 な 美 学 」（『講 座 台 湾 文 学 』p. 
2 0 7 ) と呼び、白先勇の作品は時間も空間もあらかじめ失われていること 
が 前 提 だ と し 、表 面 化 し な い 異 郷 と い う 意 識 が 持 つ 郷 土 へ の 帰 属 意 識 と  
失 わ れ た 時 間 と い う 意 識 が も つ 過 去 へ の 帰 属 意 識 の 相 互 関 係 を 指 摘 し て  
いる。
ま た 、歐 陽 子 氏 は < 白 .先勇的小説世界一「臺 北 人 」之 主 題 探 討 > 一文に 
お い て 、《臺 北 人 》で ほ そ の 良 き 過 去 の 中 に 希 望 を 持 つ 人 々 が 現 実 と の ギ  
ヤ ツ プ か ら 絶 望 を 感 じ 、破 滅 し て い く 悲 し さ を 描 い て い る と 指 摘 し て い  
る。白 先 勇 自 身 も 氏 の 指 摘 に 賛 同 し 、今 ま で に 書 い て き た の は 「過去と現 
在 」に過ぎないとしている。（9)
以 下 に 、主 な 登 場 人 物 が 女 性 で あ る か 、男 性 で あ る か で 分 け 、各物語の 
内 容 に つ い て み て ゆ く 。紙 面 の 都 合 に よ り 一部作 品 を 割 愛 し て い る 。尚、 
各 作 品 の 引 用 頁 数 は 1983年度版《臺北人》に拠っている。
4 .《台 北 人 》の女性たち
( 1 ) < 永 遠 的 尹 雪 艷 >
シ リ ー ズ の 第 1作 で あ る < 永 遠 的 尹 雪 艷 >で は 上 海 か ら 台 北 に 移 っ て  
き た 「社 交 華 」（社 交 界 の 華 ）である主人公尹雪艷と彼女に関わる人々の生
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き ざ ま が 描 か れ て い る 。物 語 の 冒 頭 は 「尹 雪 艷 總也不老」（尹雪艷はずっと 
年 を と ら な い ）で 始 め ら れ る 。十数年前に上海の百楽門ダンスホールで彼 
女 に 夢 中 に な っ て い た 男 性 た ち は 今 で は 「有 些 頭 上 開 了頂 ，有些两鬢添了 
霜 」（P .1 ) (在 る 者 は 頭 が 薄 く な り 、在 る 者 は 鬢 に 白 い も の が ま じ っ て い  
る）の に 、他 人 が ど の よ う に 変 わ っ て も 、尹 雪 艷 は 永 遠 に 尹 雪 艷 で あ り 、 
始 終 不 思 議 な 魅 力 を 持 っ た 謎 の 女 性 と し て 描 か れ て い る 。た だ 、彼女に 
関 わ る 男 性 は 、「輕 者 家 敗 ，重 者 人 亡 」（P .3 ) ( 《被 害 が ：久 下 注 》軽い者は破 
産 し 、重 い 者 は 命 を 失 っ て ）しまう。台北の彼女の 邸 宅 に 集 ま っ て 日 が な  
一日マージャンに興じる人々は、中 国 式 の 部 屋 の 装 飾 や 家 具 、出される食 
事 に 満 足 し 、彼 女 の 一 言 で 「心 理 上 恢 復 了不 少 的 優 越 感 」（P .9 ) (少なから 
ず 優 越 感 を と り も ど す ）こ と が で き る 。そ し て 、「好 像 尹 雪 艷 便 是 上 海 百  
樂 門 時 代 永 恆 的 象 徴 ，京 滬 繁 華 的 佐 證 一 般 」（P .6 ) (尹雪艷はまさに上海百 
楽 門 時 代 の 永 遠 の 象 徴 で 、北 京 、上 海 の 繁 栄 の 証 の よ う ）.であった。物語 
で は 大 陸 時 代 か ら の 常 客 呉 経 理 の 甥 で あ る 青 年 実 業 家 徐 壮 図 が 彼 女 と 知  
合 い 、円 満 な 徐 の 家 庭 に 風 が 吹 き 、最 後 に 徐 が 自 社 の 作 業 員 に 錐 で 胸 を  
突 ぎ 刺 さ れ て 亡 く な る と い う 事 件 が 起 こ る 。尹雪艷は大胆 に も そ の 徐 の  
葬 儀 に 参 列 し 、そ の 遺 児 の 頭 を 撫 で 、彼 女 の 参 列 に 呆 然 と し て い る 徐 の  
妻 と 握 手 を す る が 、徐 壮 図 の 死 を 悼 ん で い る の か と 思 う と 、葬儀の夜に 
自宅でマージャンの会を催すという不可解な行動をとる。そ し て 、甥の葬 
儀 を 取 り し き っ た 呉 経 理 が 日 頃 は 負 け て ば か り の マ ー ジ ャ ン で 大 勝 利 に  
歓 喜 す る と い う 場 面 で 物 語 は 終 わ る 。尹 雪 艷 の 邸宅では人々の時間は止 
ま り 、マ ー ジ ャ ン に 興 じ る さ ま は 、「狂 熱 的 互 相 廝 殺 ，互 相 宰 割 」（P .12) 
(熱 狂 的 に 互 い に 殺 し 合 い 、侵 略 し あ っ て ）、そ れ は 弱 肉 強 食 の 現 実 社 会  
に 生 き る 人 々 の 世 界 を 揶 揄 し て い る よ う で も あ る 。白先 勇 は 《臺 北 人 》に 
お い て 、こ の 作 品 と 他 の 作 品 と は 「調 子 」が 異 な る と し 、そ の 異 な る 「調 
子 」は 「諷 刺 」で あ る と 述 べ て い る 。（1D)尹 雪 艷 の 冷 や や か な 目 を 通 し て 、過 
去に時間が止まった来台の人々を浮き彫りにした作品と言えるだろう。 
( 2 ) < 金 大 班 的 最 後 一 夜 〉
元 上 海 百 楽 門 ダ ン ス ホ ー ル で 働 い て い た 金 兆 麓 が 台 北 の 繁 華 街 西 門 町  
に あ る 「夜 巴 里 ダ ン ス ホ ー ル 」を去 る 最 後 の 一 夜 の 物 語 が < 金大班的最後 
一 夜 > で あ る 。金兆麗は上海百楽門 で 名 を あ げ た ダ ン サ ー だ っ た が 、台北
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に 移 っ て か ら は 、そのメ イ ン ホ ー ル が 百 楽 門 ダ ン ス ホ ー ル の 化 粧 室 よ り  
も 狭 い と 馬 鹿 に す る 「夜 巴 里 」で 「大 班 」（ダンスホールのチーフ格）として 
働 い て い た 。そ し て 、「夜 巴 里 」も今宵が最後の夜である。
白先勇はこの作品の創作動機について、実 は 彼 自 身 は 1回しかダンスホ 
ー ル に 行 っ た こ と は な か っ た が 、そ の 時 に ち ょ う ど 出 会 っ た 「大 班 」の昔 
話 に 興 味 を 持 っ て こ の 物 語 を 書 い た と 回 想 し て い る 。（11)若い頃は高望み 
を し て い た 金 大 班 も 、「四十 歳 的 女 人 不 能 等 。四十歳的女人没有功夫談戀 
愛 」（p .7 8 ) (四 十 の 女 は 待 て な い 。四 十 の 女 は 恋 愛 す る 暇 な ん か な い ）と 
彼 女 を 慕 っ て い る 貧 し い 年 下 の 水 夫 で は な く 、「四 十 歳 的 女 人 ，還由得你 
理 論 別 人 的 年 紀 嗎 ？」（P .7 5 ) (四十の女に他人の年齢をとやかく言うこと 
が 許 さ れ る の か ）と考え、金持ちの陳老頭と結婚し将来を功利的に生きよ 
う と す る 。美 容 院 で 顔 を マ ッ サ ー ジ し た り 眉 を 整 え た り 、「臉上就没剰下 
一塊肉没受過罪」（P .7 5 ) (顔 に は ひ ど い 目 に 遭 っ た こ と の な い 部 分 は な  
い）ほ ど で 、陳 老 人 と 出 か け る 時 は い つ も 「竟 像 是 披 枷 戴 鎖 ，上 法 場 似 的 ， 
勒 肚 子 束 腰 ，假 屁 股 假 奶 」（P .7 5 ) (枷 を つ け 鎖 を か け ら れ 、処刑場に出頭 
す る よ う だ っ た 。お 腹 を し め て 腰 を 引 き 締 め て 、偽 の ヒ ッ プ に 偽 の 胸 ） 
(P.7  5 ) で 、年 齢 も 三 十 五 歳 だ と 騙 し て い た 。目をかけていたダンサーの 
朱 鳳 が 香 港 か ら の 留 学 生 と 恋 仲 に な り 、子 供 を 宿 し た こ と に 、初めは朱 
鳳 を 軽 率 な 女 だ と 口 汚 く 罵 り 、堕 胎 を 勧 め る が 、若 い 頃 の 同 じ よ う な 自  
分 の 過 ち を 思 い 出 し 、「難 道 賣 腰 的 就 不 是 人 嗎 ？那顆心一様也是肉做的 
呢J （P .8 3 ) (ダ ン サ ー は 人 じ や な い っ て い う の か い ？その心も同じように 
肉 で 作 ら れ て い る ん じ や な い か ）と考える。最 後 に は 5 0 0 ドルもする指輪 
を 朱 鳳 に 渡 し 、子 供 を 生 ん で 育 て る よ う に 言 う 。上 海 、台北と水商売の世 
界 に 生 き て き た 金 大 班 が そ の 因 果 な 仕 事 の 最 後 の 夜 に 朱 鳳 の 不 始 末 を 知  
る こ と に よ っ て 、遥 か 昔 の 切 な い 思 い 出 を 甦 ら せ 、彼 女 を 無 償 で 助 け る  
こ と に よ り 、純 粋 な 気 持 ち を 取 り 戻 す 。人 生 を 紆 余 曲 折 し な が ら 歩 い て  
きた金大班の一本気な生き方が記されている。
( 3 ) < 遊園驚夢〉
< 遊 園 驚 夢 > は 元 女 演 歌 師 だ っ た 藍 田 玉 が 以 前 の 同 業 者 で 寶 瑞 生 夫 人  
と な っ た 台 北 の 桂 枝 香 宅 を 訪 れ る パ ー テ ィ の 一 夜 の 物 語 で あ る 。南京の 
「得 月 台 」で 藍 田 玉 の 「遊 園 驚 夢 」を聞いた銭鵬志将軍はその声が忘れられ
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ず 、老 齢 な が ら も 孫 の よ う な 彼 女 と 結 婚 し 、第 一 夫 人 の 地 位 を 与 え る 。こ 
の 「得 月 台 」は 民 国 時 代 、南 京 に 実 存 し た 場 所 で 、白 先 勇 の エ ッ セ イ に 「民 
国 時 代 の 南 京 で も 一 世 を 風 靡 し た 『清 唱 』の場所で、当 時 『平 劇 』や 『昆 曲 』 
を歌 っ て い た 娘 は 出 世 し て 、あるものは大スターになり、あるものは官僚 
の 奥 さ ん に な っ た 」（《樹 猶 如 此 》口.6 9 ) (12)と 書 か れ て い る 。そ こ か ら 、作 
品 中 の 藍 田 玉 の よ う な 境 遇 は 当 時 必 ず し も 珍 し い も の で は な か っ た と 考  
え ら れ る 。ま た 、こ の 作 品 の 初 出 は 「台 北 人 シ リ ー ズ 」の第三作目である 
が 、「た ぶ ん 南 京 に 対 す る 特 別 な 感 情 か ら 、早 く に 《遊 園 驚 夢 》を書きお 
き、そ れ は 古 都 へ の 尽 き ぬ 思 い と 言 え る 」（同p .7 0 ) (13)と回想されている 
ので、この物語の構想は早くにあったと思われる。
藍 田 玉 は 将 軍 の 死 後 は 銭 夫 人 と し て 台 湾 の 南 部 で ひ っ そ り と 暮 ら し て  
い た 。物 語 の 始 め に は 南 京 か ら 持 っ て 逃 げ た 「這 些 年 都 没 捨 得 穿 」（P-20 
8 ) (こ こ 何 年 か 惜 し く て 着 て い な か っ た ）杭州シルクで新調したチヤイナ 
ド レ ス の 色 が 「有 點 不 對 勁 兒 」（P .20  7 ) な こ と や 、デザインが古いことに 
気 を も ん だ り と 、社 交 界 か ら 離 れ て い た 銭 夫 人 の 微 妙 な 心 境 が 描 か れ て  
いる。方 や 、銭 夫 人 が 栄 華 を 極 め て い た 頃 、南京で三十歳の誕生日を祝っ 
て や っ た 桂 枝 香 は 夫 の 官 職 も 上 が り 、第 一 夫 人 の 地 位 も 獲 得 し て 、その 
威 勢 は 今 や 逆 転 し て い た 。「果 然 還 没 有 老 」（p .2 0 8 ) (案 の 定 、まだ老けて 
は い な か っ た ）とあるように、その栄華を称えるように肉体的な若さも保 
た れ て い た 。酒宴の 席 で は 、今 ま で 「錢鵬志的 夫 人 當 然 上 座 ，她從來也不必 
推 譲 」（p . 2 2 0 ) (銭 鵬 志 の 夫 人 は も ち ろ ん 上 座 で 、夫人も今まで辞退する 
必 要 は な か っ た ）のが、在席者と席を譲り合った後に顔を赤らめドキドキ 
しながら上座につくことになる。
この銭夫人には将軍に 隠 れ て 若 い 参 謀 と 過 ち を 犯 し た こ と が 一 度 だ け  
あ っ た 。物 語 の 中 で は 「榮 華 富 貴 ，可 是 我 只 活 過 那 麼 一 次 」（P.2 3 4 ) ( 栄 
耀 栄 華 一 だ け ど 私 は そ の 一 度 だ け し か 生 き て は い な か っ た ）の言葉が二 
度 繰 り 返 さ れ る 。こ の 酒 宴 の 席 で も 、嘗 て の 参 謀 を 思 い 出 さ せ る よ う な  
程 参 謀 が 銭 夫 人 の 前 に 現 れ る 。パ ー テ ィ 会 場 で の 「遊 園 驚 夢 」の生演奏を 
B G M に、実 の 妹 と と も に 去 っ て い た 参 謀 、亡くなる前の将軍の言葉とい 
う よ う に 銭 夫 人 の 過 去 が 彷 彿 さ れ て い く 。既 に 過 去 の も の と な っ た 夫 人  
の輝かしい日々、そ し て 妹 に 裏 切 ら れ 、心の奥に葬っていた苦い過去が一
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夜の饗宴の席 上 で 一 度 に 夫 人 の 胸 中 に 甦 る 。
こ の 作 品 は 「白 先 勇 が 偏 愛 し て い る 」と言われ(14)、白 先 勇 自 身 も 《臺北
人》の 中 で 書 く の が 一 番 大 変 だ っ た 作 品 に あ げ て い る 。（15)また、主人公銭 
夫 人 の 身 上 の 悲 劇 に は 、伝 統 文 化 芸 術 の 衰 退 へ の 哀 悼 が た だ よ っ て い る  
という見方もある。（16)
5 .《臺 北 人 》の男性たち
( 1 ) < 冬夜>
< 冬 夜 〉は 先 に あ げ た よ う に 、白 先 勇 が 自 己 を 予 言 し た 作 品 だ と 述 べ  
た 物 語 で あ る 。老 齢 の 余 嶔 磊 教 授 と 呉 柱 国 教 授 を 主 人 公 と し 、台湾の余 
の 家 を 在 米 の 呉 が 訪 れ 、二 人 の 会 話 を 通 し て 学 生 時 代 を 回 想 す る 物 語 で  
ある。北 京 で 共 に 五 四 運 動 に 参 加 し た こ と の あ る 余 と 呉 は 、現 在 、前者は 
台 湾 で 西 洋 の バ イ ル ン を 教 え 、後 者 は ア メ リ カ で 中 国 史 を 教 授 し て い  
る。そ し て 、在 台 の 余 は 家 庭 の 経 済 的 事 情 か ら 奨 学 金 を 得 て 渡 米 す る こ  
と を 望 み 、反 対 に 在 米 の 呉 は 退 職 後 台 湾 に 戻 る こ と を 欲 し て い る 。二人 
の 会 話 か ら 、当 時 の 同 志 た ち が 、あ る 者 は 共 産 党 の 反 右 派 汚 名 の 屈 辱 か  
ら 飛 び 降 り 自 殺 を は か っ て 亡 く な り 、あ る 者 は 約 束 を 破 っ て 台 湾 の 官 僚  
となり、あ る 者 は 困 窮 し た 家 庭 を 支 え る た め に 過 度 の 補 習 授 業 で 体 を 壊  
し て い る こ と が わ か る 。こ の 体 を 壊 し て い た 元 同 志 賈 宜 生 は 余 と 同 じ 大  
学 に 勤 務 し て い た が 、夜 間 の 補 習 授 業 に 出 か け た 際 に 、暗 渠 に はまって 
あっけなく亡くなる。
こ の 物 語 の 最 後 に 余 の 次 男 俊 彦 が 戸 外 か ら 戻 っ て く る 。呉は余の北京 
時 代 を 思 い 起 こ さ せ る 容 貌 を し た 俊 彦 に 吃 驚 す る 。兄と同じように米国 
に留学を 望 ん で い る 彼 は 父 の 小 父 さ ん に 質 問 し て も い い と い う 言 葉 に 即  
座 に 、「加 大 物 理 系 容 易 申 請 奨 学 金 嗎 」（P .2 5 9 )、「我聽説加大物理系一個 
実 験 常 常 要 花 上 幾 十 萬 美 金 呢 」（P .2 5 9 )と奨学金のことや物理学部が如 
何 に 実 験 に 費 用 を 費 や し て い る か な ど に つ い て 話 す 。この頃の台湾の風 
潮 と し て 、男 子 に と っ て は 人 文 学 よ り も 物 理 学 、工 学 方 面 に 進 む ほ う が  
将 来 有 望 で あ る と 思 わ れ て い た こ と が 俊 彦 の 言 葉 を 借 り て 物 語 に も 反 映  
さ れ て い る 。白 先 勇 自 身 も 始 め は 台 湾 南 部 の 成 功 大 学 水 利 系 に 進 学 し て  
い た の が 、理 工 系 に 馴 染 め ず 、文 学 へ 転 向 す る と い う 経 歴 を も っ て い た 。
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そ の 転 向 の 折 に 、父 白 崇 禧 は 「行 有 餘 力 ，則 以 學 文 」と『論 語 』の言葉を以っ 
て 訓 戒 を 述 べ た （《驀 然 回 首 》P .7 1 ) とあるので、白先勇の父も彼が文学を 
志 す こ と に 必 ず し も 賛 成 で は な か っ た こ と が う か が え る 。
二 人 の 老 教 授 の う ち 、特 に 在 米 の 呉 教 授 の 言 葉 に は 異 国 に 身 を 置 く 知  
識 人 の 苦 悩 が 強 く 表 れ て い る 。彼 は 自 分 を 「逃兵」（P .2 5 3 )「唐玄宗的白髪 
宮 女 」（p .2 5 3 ) と揶揄し、数々の著作も全ては職を維持するためであると 
告 白 す る 。青 年 時 代 に 輝 か し い 活 躍 を し な が ら 、老 齢 期 を 迎 え た 二 人 の  
知 識 人 の 不 安 な 未 来 が 冬 の 雨 が 冷 た く 降 り し き る 台 北 の 夜 に 暗 示 さ れ て  
い る よ う で あ る 。
(2) < 那片血一 般 紅 的 杜 鵑 花 >
< 那 片 血 一 般 紅 的 杜 鵑 花 > は 主 人 公 王 雄 が 退 役 し 、台北のある未亡人 
宅 に 下 男 と し て 働 き 、新 し い 生 活 を 始 め よ う と す る 物 語 で あ る 。湖南の 
田 舎 で 農 業 に 従 事 し て い た 王 雄 は18歳の時に町の市に物売りに出かけよ 
う と 村 を 出 た 途 端 「壮 丁 」と し て 捉 ま り 、そ の ま ま 入 隊 、軍とともに来台 
し て い た 。こ の よ う な 強 制 的 な 「壮 丁 」は主に農家の男性に禍が降りかか 
る こ と が 多 か っ た よ う で 、彼 ら は 来 台 後 も 「反 攻 大 陸 」を 信 じ て 、大陸に 
残 し て 来 た ガ ー ル フ レ ン ド や 許 婚 へ の 思 い 、或は経済的な 困 難 か ら 容 易  
に台湾で結婚でき な か っ た と い う 。（17)
王 雄 の 境 遇 は 正 に 前 者 で あ る 。彼 が 下 男 と し て 働 く 未 亡 人 宅 に は 湖 南  
の 田 舎 に 彼 が 残 し て き た 「童養媳」（年少の許婚）と同年の可 愛 い 娘 「麗 兒 」 
が い た 。夫 人 に 「難 得 他 們 两 個 人 有 縁 ！」（P.9 6 ) (二 人 は 縁 が あ る の だ ね ！） 
と 言 わ せ た よ う に 、4 0 歳 の 王 雄 と 小 学 生 の 娘 は 頗 る 仲 が よ く 、王雄は娘 
が 好 む 杜 鵑 花 を 庭 に 百 株 余 り も 植 え 、不 器 用 な 手 つ き で 丹 念 に 育 て て い  
た 。し か し な が ら 、中 学 校 に あ が っ た 麗 児 は 習 い た て の 英 語 で 王 雄 を 指  
差 し 大 き な 声 で 「Y o u  are  a dog . J ( p .1 0 2 ) と か ら か い 始 め る 。麗児は 
三 輪 車 で 送 り 迎 え を し て い た 王 雄 を 友 人 か ら 「ゴリラ」と 言 わ れ て 以 来 、 
自 転 車 通 学 に 変 更 し 、彼 を 毛 嫌 い し 始 め る 。彼 女 の 成 長 と と も に 、王雄も 
故 郷 の 「童 養 媳 」がここにはいなかったという現実に向き合わざるをえな 
くなる。ち ょ う ど そ の 頃 、日 ご ろ 避けていた下女喜妹と口げんかをし、彼 
女 の 発 し た 「考 背 ！」（P. 1 0 7 ) (お い ぼ れ ！）の一言で、その夜 、彼女を犯し、 
海 に 身 を 投 じ る 。そ の 投 身 は 「我 們 湖 南 郷 下 有 趕 屍 的 ，人 死 在 外 頭 ，要是家
[ 6 7 ]
『中国言語文化研究』第 6 号
裏 有 掛 得 緊 的 親 人 ，那 些 死 人 跑 回 去 跑 得 才 快 呢 」( p .9 8 ) (湖南のうちの田 
舎 じ や 、死 体 が 走 っ て 帰 っ て く る 。よそで死んでも、とても気にかけてい 
る 身 内 の 者 を 家 に 残 し て い る と 、死 人 が 大 急 ぎ で 帰 っ て く る ）と い う 「趕 
死 」を信じ、最後に行き場を失った王雄が故郷に思いを馳せた結末であっ 
た 。だ が 、彼 の 遺 体 は 「被 潮 水 沖 到 了 岩 石 縫 中 ，夾 在 那 裏 ，始 終 没 有 漂 走 」 
(P .9 1 ) (潮 に 打 た れ て 岩 の 間 に は さ ま っ て 、ず っ と 流 さ れ な い ).で 、頭や 
顔 は 魚 に 啄 ば ま れ 、既 に 腐 敗 し て い た 遺 体 は 周 囲 に 悪 臭 を 放 っ て い た 。 
ま た 、物 語 の 最 後 で 未 亡 人 が 「天 天 夜 裏 ，我 都 聽 見 有 人 在 園 子 裏 澆 水 的 聲  
音 」( p .1 0 8 ) (夜 な 夜 な 誰 か が 庭 で 水 を や っ て い る 音 が 聞 こ え る ）と語っ 
て い る が 、王 雄 の 死 後 か ら 誰 も 手 入 れ を し て い な い は ず の つ つ じ の 花 が  
翌 年 の 春 に も 見 事 に 咲 き 誇 る 。このつつじは《説 文 》に 古 蜀 王 、望帝の故 
事 が あ り 、行 き 場 を 失 っ た 王 雄 の 魂 が 庭 園 に 戻 っ て き た こ と を 暗 示 さ せ  
る。
( 3 ) < 歳 除 〉
< 歳 除 > は 引 退 老 兵 頼 鳴 升 が 台 北 の 軍 眷 宿 舎 に 住 ん で い る 元 部 下 の 劉  
営 長 の 家 で 年 越 し を す る 一 話 で あ る 。物 語 の 描 写 は 寒 波 に 襲 わ れ た 台 北  
の 大 晦 日 の 様 子 か ら 始 ま り 、カメラがズー ム さ れ る よ う に 暖 か な 蠟 燭 の  
炎 が 燃 え て い る 劉 の 家 の 中 の 情 景 へ と 移 行 し て い く 。部 屋 で 年越しの食 
事 を 楽 し ん で い る の は 頼 鳴 升 、劉 夫 婦 、10歳 に な る 劉 の 子 供 •劉 英 、そし 
て 夫 人 の 従 妹 に あた名驪珠とそのボーイフレンド兪欣の6 人である。頼は 
自 分 の こ と を 「現 在 不 過 是 榮 民 医 院 厨 房 裏 的 買 辨 。這 種 人 軍 隊 裏 叫 什 麼 ？ 
伙 伕 頭 ！」（P .5 6 ) (今 は 栄 民 病 院 の 厨 房 の 買 い 付 け 役 に す ぎ な い 。こんな 
奴 を 軍 隊 で は 何 て 呼 ぶ か ？炊 事 夫 だ ！）と 卑 下 し て 大 笑 い す る が 、幼い劉 
英 が 同 じ よ う に 笑 う と 、そ の 頭 を 叩 い て 、「你 笑 什 麼 ，小 子 ？你莫錯看了伙  
佚 頭 …」（P.5 6 ) (チ ビ 、何 を 笑 っ て ん だ ！思 い 違 い す る な よ 、炊 事 夫 は …） 
と お 説 教 を 始 め る 。再 婚 を 勧 め る 劉 の 妻 の 言 葉 に 、三 万 余 り の 退 役 金 を  
つ ぎ 込 ん で 娶 っ た 山 地 の 寡 婦 が 「過 門 三 天 ，逃 得 鬼 影 子 不 見 半 個 」（P.60) 
(や っ て き て 三 日 で 、跡 形 も な く 姿 を く ら ま し た ）ことを白状し、「要是我 
還能像他一様,」（P .6 1 ) ( もし俺が彼と同じだったら）と若い兪欣を羨む。 
し か し 、す ぐ さ ま 、自 分 の 若 か り し 頃 を 思 い 出 し 、「比 你 還 要 威 風 幾 分 」 
(P .6 1 ) (お ま え よ り も ず っ と 威 勢 が よ か っ た ん だ ）と気を取り直し、上官
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の 夫 人 か ら 誘 惑 を 受 け た こ と や 「台 兒 荘 」での壮絶な戦いぶりなどを自慢 
そ う に 話 す 。そ し て 、凛 々 し い 兪 欣 の 唯 一 の 欠 点 で あ る 「酒が飲めないこ 
と」を 嘲 り 、「酒 豪 」を自負しな が ら も 、最後には酒に酔っ払って年越しを 
待 て ず に 寝 て し ま う 。
こ の 作 品 で は 、来 台 し た 多 く の 下 級 兵 士 が 実 際 に 直 面 し た で あ ろ う 求  
職 、結 婚 、老 後 な ど の 問 題 が 具 体 的 に 語 ら れ て い る 。同 時 に 、彼らにとっ 
て 過 去 の 従 軍 、参 軍 の 体 験 が 偉 大 な 誇 り で あ り 、日常生活の心の支えに 
な っ て い た こ と も わ か る 。そ し て 、隣 の 兵 営 の ラ ッ パ が 鳴 る と す ぐ に 起  
き だ し 、昔 、軍 隊 で や っ た 訓 練 を 一 人 で あ れ こ れ と 繰 り 返 す 頼 の 姿 、「日 
後 打 回 四 川 ，你 大 哥 別 的 不 行 了 ，十 個 八 個 飯 鍋 頭 總 還 擡 得 動 的 」（P .6 9 ) ( 四 
川 に 巻 き 返 し を す る 時 に や 、8つ や 1 0 の鍋釜はまだかついで行けるさ）と 
い う 豪 語 に は 未 だ 「大 陸 奪 回 」を 夢 見 る 一 兵 士 が く つ き り と 浮 か び 上 が  
る。
( 4 ) < 国葬〉
< 国 葬 〉は 「台 北 人 シ リ ー ズ 」最 後 の 作 品 で あ る 。年老いた秦義方が元 
上 官 李 浩 然 の 国 葬 に 参 列 す る 物 語 で 、そ の 葬 儀 の 始 め か ら 終 わ り ま で が  
秦 義 方 の 目 を 通 し て 語 ら れ る 。杖 を つ い て ヨ ロ ヨ ロ と 祭 壇 に 向 か う 秦 義  
方 は 嘗 て 長 官 の 下 で 「三 將 」と 呼 ば れ た 人 々 の 変 わ り 果 て た 姿 を 眼 に す  
る。特 に 、大 陸 で 捕 虜 と な っ た 劉 行 奇 は 袈 裟 を 着 た 僧 侶 の 姿 で 斎 場 に 現  
れ る 。ま た 、幼 い と き に 軍 服 を 着 せ 、靴 を 履 か せ た 「少爺」は斎場では彼に 
知 ら ん 顔 で あ る 。こ の 息 子 は こ と も あ ろ う か 軍 人 学 校 を 仮 病 で 退 学 し 、 
ア メ リ カ に 出 国 し て い た 。そ れ 故 、親 子 の 関 係 は 断 絶 し 、秦義方が体の養 
生 の 為 に 南 部 に 暇 を 出 さ れ て 以 来 、年老いた勝気 な 長 官 の 世 話 を す る も  
の は い な く な っ て い た 。盛 大 な 国 葬 と は 比 べ る べ く も な く 、長官は一言 
の 言 葉 も 残 す こ と な く 、深 夜 床 に 倒 れ て そ の ま ま 亡 く な っ て い た 。秦義 
方 は 棺 を の せ た 霊 柩 車 を 送 る た め に 、大 胆 に も 護 衛 車 に 乗 り 込 も う と す  
る。そ れ を 阻 止 さ れ 、「我 是 李 將 軍 的 老 副 官 」（P .2 7 6 ) (俺は李将軍の副官 
だ ）と 言 い 、毅 然 と し た 態 度 で 再 度 ト ラ ッ ク に 乗 り 込 も う と す る 。この 
「副 官 」と い う 言 葉 は 、秦 が 斎 場 に 現 れ 、記 帳 す る 際 に 真 っ 先 に 口 に し た  
言 葉 で あ る 。彼 は 人 に 「李 浩 然 將 軍 的 副 官 」と 言 わ れ る た び に 、この上な 
い 光 栄 を 感 じ て い た 。「副 官 」に は 秦 と 長 官 と の 繫 が り の み な ら ず 、その
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役 職 に 対 す る 彼 の 強 い 自尊心と拘りがうかがえる。
霊 柩 車 が 通 り 、道 端 の 兵 士 が 「敬 礼 」の 号 令 で 目 礼 を す る の を 見 て 、秦
義 方 は 抗 日 勝 利 後 の 南 京 中 山 陵 参 拝 を 思 い 出 す 。そ れ は 「他從来没見過有 
那 麼 多 高 級 將 領 聚 在 一 塊 兒 」（P.2 7 7 ) と回想するように荘厳なものであ 
つ た 。こ の 中 山 陵 参 拝 は 抗 日 勝 利 後 、白 先 勇 も 父 に 連 れ ら れ て 実 際 に 経  
験 し た こ と で あ っ た 。（18)そ の 時 の 思 い を 「副 官 」によつて語らせたと言え 
る0
6 .まとめ
以 上 、限 ら れ た 作 品 で は あ る が 、《臺北人》の各 物 語 に つ い て み て き た 。 
そ の 年 齢 、生 活 背 景 等 も 異 な り 、主 題 を 特 定 化 す る こ と は 容 易 で は な い 。 
し か し な が ら 、物 語 の そ れ ぞ れ の 主 要 登 場 人 物 に 何 ら か の 「執 着 」が見ら 
れ る こ と は 確 か で あ る 。ここでは4 ,5 で言及することのできなかった作品 
にも多少ふれながら、そ の 「執着」について考えてみたい。
まず、「執 着 」の顕著な人々として、嘗て従軍経験のある老兵士たちがあ 
げられる。頼 鳴 升 （<  歳除 > ) 、秦 義 方 （<  国葬〉）両者には過去の武勇への 
誇 り が 見 ら れ る 。そ れ は 年 齢 を 重 ね た 彼 ら の 不 器 用 な 言 動 に お い て 、時 
に 感 じ ら れ る 覇 気 で も 表 さ れ て い る 。特に 頼 鳴 升 の よ う な 下 級 兵 士 に と  
って、過 去 の 武 勇 の 栄 光 は 現 実 生 活 を 生 き て ゆ く 上 で も 大 切 な も の で は  
な か っ ただろうか。 '
前 節 で は 取 り 上 げ な か っ た < 梁 父 吟 〉の主人公樸公にも頼鳴升や秦義 
方 に 共 通 す る 過 去 の 参 戦 へ の こ だ わ り が 見 ら れ る 。< 梁 父 吟 >は 大 陸 で  
辛 亥 革 命 、北 伐 の 同 志 で あ っ た 孟 養 の 葬 儀 か ら 戻 っ た 樸 公 が そ の 部 下 と  
自 宅 で 将 棋 を し な が ら 、昔 を 回 顧 し て ゆ く 物 語 で あ る 。樸公も頼鳴升と 
同 じ よ う に 「大 陸 奪 回 」を 信 じ 、孟 養 の 部 下 に 「大 陸 を 取 り 戻 し た ら 、主人 
の 棺 を ど ん な こ と が あ っ て も 故 郷 に 運 ば な け れ ば な ら な い 。其の時のた 
めに、主 人 の 軍 服 や 勲 章 をきちんと保管しておくように」(P .1 4 0 )と命ず 
る。樸 公 の 二 人 の 息 子 た ち は 渡 米 し 、館 に い る の は 彼 に 仕 え る 年 老 い た  
侍 者 と 小 学 3年 生 の 孫 の 效 先 だ け で あ る 。そ の 孫 は 「他 剛 回 來 的 時 候 ，一句 
中 國 話 也 不 會 説 ，簡 直 成 了 個 小 洋 人 」(P .1 3 6 ) (戻 っ て き た ば か り の 頃 は 、 
一 言 も 中 国 語 が し や ベ れ な く て 、ま る で 小 さ な ガ イ ジ ン だ っ た ）のが、老
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人 と と も に 勉 強 す る こ と で 中 国 語 も で き 、唐詩さ え も 暗 誦 で き る よ う に  
な っ て い た 。こ の よ う に 樸 公 が 孫 に 中 国 語 や 唐 詩 を 伝 授 し 、自国の歴史 
や 文 化 を 継 承 さ せ よ う と す る 姿 に も 老 人 の こ だ わ り や 一 徹 さ が 感 じ ら れ  
る。《臺 北 人 》執 筆 時 に は 「過 去 の お 題 目 」と な っ て い た 「大 陸 奪 回 」を頼鳴 
升 や 樸 公 と い う 老 人 に 語 ら せ る こ と に よ っ て 、彼 ら の 大 陸 へ の 「執 着 」を 
顕 著 に さ せ る の み な ら ず 、そ こ に 、作 者 白 先 勇 自 身 の 大 陸 へ の 認 識 も 示  
さ れ て い るように思われる。
次 に 、過 去 に 参 戦 経 験 の あ る 男 性 に つ か え 、そ の 栄 華 、栄光を共に享受 
し た 女 性 た ち の 「執 着 」が 考 え ら れ る 。< 遊 園驚夢 〉では銭夫人は元々演 
歌 歌 手 に す ぎ な か っ た が 、将 軍 と 結 婚 す る こ と に よ り 、想像もし て い な  
か っ た よ う な 栄 華 を 得 る 。既 述 の 通 り 、そ の よ う な 女 性 の 遍 歴 は 当 時 に  
お い て 珍 し い こ と で は な か っ た よ う で あ る が 、夫 に よ っ てもたらされた 
も の は 、夫 の 死 と 共 に そ の 輝 き も 失 わ れ て ゆ く 。無 情 な 運 命 と は 知 り つ  
つ も 、嘗 て の 将 軍 夫 人 と し て 得 た 誇 り は そ う 簡 単 に 消 え る も の で は な  
い。< 遊 園 驚 夢 > 作 中 で 、銭 夫 人 が 身 な り に 気 を つ か っ た り 、酒宴の席に 
こ だ わ っ た り す る の も 過 去 の 誇 り と 無 関 係 で は な い だ ろ う 。同様に元将 
軍夫人を描いた物語に.< 秋思> が あ る 。< 秋 思 〉は未亡人の華夫人が萬夫 
人 宅 で の マ ー ジ ャ ン の 誘 い に 赴 く 際 に 、庭 に 見 事 に 咲 い た 菊 の 花 の 間 に  
腐 蝕 し た 花 を 見 つ け た の を 機 に 、夫 人 が 夫 の 最 期 を 想 起 す る 短 い 物 語 で  
ある。< 遊 園 驚 夢 〉の銭夫人に対して實夫 人 が 存 在 し て い た よ う に 、未亡 
人 で あ る 華 夫 人 の 前 に は 駐 日 大 使 を 夫 に 持 ち 、正 に 勢 い づ い て い る 萬 夫  
人 が 登 場 す る 。マ ー ジ ャ ン の 誘 い に 出 か け る の で さ え も 美 容 師 を 家 に 呼  
び 、身 支 度 を と と の え て 出 か け よ う と す る 華 夫 人 の 姿 に 嘗 て の 将 軍 夫 人  
としての見栄、プライドとも言える複雑な心理が読み取れる。
男 性 を 主 人 公 と し た 作 品 に お い て は 、王 雄 （< 那 片 血 一般紅的杜鵑花 
〉）の よ う に 、異 性 へ の 「執 着 」が 主 題 と な っ た も の も あ る 。故 郷 の 「童養 
媳 」に 気 持 ち を 馳 せ る こ と に よ っ て 、台 湾 で の 王 雄 は 救 わ れ て い た 。た 
だ 、そ の 強 い 思 い に よ っ て 、退 役 し て 新 し い 生 活 を 始 め よ う と し た 彼 の  
時 計 が 止 め ら れ て し ま っ た こ と は 事 実 で あ る 。正 確 に は 「止 め る 」という 
よ り も 「戻 す 」と 言 っ た ほ う が い い か も し れ な い 。働 き 先 で 「童 養 媳 」に似 
た 麗 児 に 出 会 い 、王雄の思いは故郷の湖南に飛んでいったのである。
[ 7 1 ]
『中国言語文化研究』第 6 号
出身は異 な る が 、小学校教員をしていた< 花 橋 榮 紀 〉の 盧 先 生 に も、同 
じ よ う に 異 性 に 対 す る 「執 着 」が 見 ら れ る 。彼 は 大 陸 に 残 し て き た 「未婚 
妻 」を 台 湾 に 呼 び 寄 せ る た め に 結 婚 の 話 も 断 り 、コ ッ コ ッ と 貯 蓄 し て い  
た 。そ の 貯 蓄 を 全 て 騙 し 取 ら れ 、抱 い て い る 思 い が 叶 え ら れ な い と わ か  
っ た 時、真 面 目 な 盧 先 生 が 呆 気 な く 性 の 誘 惑 に 負 け て し ま う 。彼は若く 
「肉 彈 彈 的 一 身 」( p .1 7 6 ) (肉 の 弾 け た ）、「見 了 男 人 ，又 歪 嘴 ，又 斜 眼 」（P.1 
7 6 ) ( 男 性 を 見 る と 口 を ゆ が め て 、流 し 目 を す る ）市 場 の 洗 濯 女 阿 春 の 虜 
となり、白 髪 頭 を 真 っ 黒 に 染 め 、顔 に 白 粉 を 塗 っ て 阿 春 の 後 に つ き そ う 。 
こ の 王 雄 、盧先 生 の 例 は 異 性 へ の 純 粋 な 思 い が 、一 旦 挫 折 を 経 験 す る こ  
と に よ り 、人 を 自 暴 自 棄 に 陥 ら せ る と い う 異 性 へ の 「執 着 」の悲しい結末 
を物語っているようである。
以 上 、過 去 の 武 勇 、栄 華 、栄 光 、異 性 へ の 「執 着 」に つ い て ふ れ て き た  
が 、水 商 売 の 女 性 を 描 い た 何 作 か に お い て は 、何 か に 「執 着 」する度合い 
が 低 い よ う に 思 わ れ る 。山 口 守 氏 は そ れ を ヒ エ ラ ル キ ー か ら の 逸 脱 の 故  
だ と と ら え て い る 。（『講 座 台 湾 文 学 』P .2 0 4 )確 か に 、社会の底辺で暮ら 
す 彼 女 た ち に と っ て 、も は や 「執 着 」す る も の は な い の か も し れ な い 。む 
しろ、そ れ ら 「執着」の軽い人々を物語に登場させることによって、対極に 
ある人々を冷や や か に 浮 き 上 が ら せ る と い う 対 比 の 効 果 が 意 図 さ れ て い  
た の か も し れ な い 。そ の 代 表 的 な も の は 第 1作 の く永 遠 的 尹 雪 艷 〉だろ 
う。尹 雪 艷 の 周 り に 集まる人々は彼女を過去の繁栄の象徴と崇め、彼女の 
家 に 行 っ て マ ー ジャンに興じたり、彼 女 と 話 をしたりすることにより、慰 
め を 得 て い る 。反 対 に 、時 間 に よ っ て 変 わ る こ と の な い 尹 雪 艷 は 過 去 の  
時 間 の 柵 か ら 抜 け 出 る こ と の で き な い 人 々 を 冷 や や か な 眼 で 見 て い る 。 
そ の 冷 や や か な 眼 は 時 に は 作 者 白 先 勇 の 眼 と も 重 な っ て い た と は 言 え な  
いだろうか。
興 味 深 い こ と に 、< 永 遠 的 尹 雪 艷 >の 次 作 < 一 把 青 〉では主人公の女性 
朱 青 は 尹 雪 艷 と は 対 照 的 に 、南 京 、台 北 と 場 所 が 変 る こ と に よ っ て 、その 
職 業 も 性 格 も 豹 変 し て い る 。南 京 で は 女 学 生 で 恥 か し が り や で あ っ た 彼  
女 が 台 北 で は 娛 楽 施 設 の 歌 手 と し て 舞 台 に 立 ち 「笑吟吟地没有半點兒羞 
態 」( p .3 8 ) (ニ コ ニ コ 笑 い な が ら 少 し も 臆 す 様 子 が な い ）。飾り気のなか 
っ た さ ま は 「衣 著 分 外 妖 嬈 」（P .3 8 ) (殊 の ほ か 艷 か し い 服 装 ）となってい
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た 。朱 青 は 夫 の 墜 落 死 と い う 南 京 で の 強 烈 な 出 来 事 に よ っ て 愛 す る も  
の 、即 ち 彼 女 の 「執 着 」を 失 っ た が 故 に 、後 の 人 生 に お い て 環 境 に 容 易 に  
適 応 し 、変 貌 し て い っ た の か も し れ な い 。しかし、物 語 で は そ の 「執 着 」を 
捨 て た は ず の 彼 女 の 前 に 、夫 と 同 じ 職 種 の 飛 行 士 で あ る 小 顧 が 現 れ 、夫 
と 同 じ よ う に 小 顧 も 墜 落 事 故 で 亡 く な る 。そ れ は 恰 も 作 者 が 仕 組 ん だ 新  
た な 試 練 の よ う で あ る 。こ の よ う に 大 陸 と 台 北 二 地 点 を 舞 台 と し て 、過 
去 と 現 在 に お け る 遭 遇 の 繰 り 返 し を 物 語 に 取 り 込 ん だ 作 品 は 既 述 し た <  
金 大 班 的 最 後 一 夜 〉の構成にも見られた。そして、金大班の若かりし頃の 
過 ち （大 陸 •過 去 ）と 朱 鳳 の 遭 遇 （台 北 •現 在 ）は各々場所と時間を異にする 
だ け で は な く 、当 該 人 物 も 異 に し て い る が 、金 大 班 に と っ て は 同 一 現 象  
の 繰 り 返 し と も と ら え る こ と が で き る だ ろ う 。つ ま り 、環 境 の 変 化 に 適  
応 す る た め に 「執 着 」を 捨 て た 彼 女 た ち の 前 に 、そ の 「執 着 」を再度思い起 
こ さ せ る よ う な 事 件 が 発 生 し 、彼女たちに新たな試練が与えられていく 
の で あ る 。金 大 班 は 理 想 の 男 性 を 求 め て い た が 、自分の年齢を考え、今夜 
を 最 後 に ダ ン ス ホ ー ル か ら 去 ろ う と し て い た 。それは彼女の理想のバー 
トナーへの「執 着 」を捨てた姿である。しかしながら、そ の 最 後 の 夜 に 、朱 
鳳 の 過 ち を 耳 に す る こ と に よ り 、自分の過去の甘美な出来事を思い起こ 
す 。そ れ と 同 時 に 彼 女 は 純 粋 な 愛 の 感 情 を 取 り 戻 し 、遥か昔に捨て去っ 
て い た 純 粋 な 愛 へ の 「執 着 」を 回 顧 す る 。そ し て 、朱 鳳 に 高 価 な 指 輪 を や  
る こ と に よ り 「好 き な 相 手 の 子 供 を 生 む 」という自分が過去に果たせなか 
っ た 夢 を 朱 鳳 に 託 す 。
物語中の人々が執着するものは栄華、栄光、武 勇 、誇 り 、異 性 、愛情と多 
種 多 様 で あ る 。また、そ れ ら は そ の 強 弱 も 異 な り 、複数が交錯し複雑なさ 
ま を す る 時 も あ る だ ろ う 。個 々 の 経 験 を 背 景 と し て 形 成 さ れ て い っ た 感  
情 が 、心 を 占 め 肥 大 化 す る 。そ し て 、個 々 の コ ン ト ロ ー ル を 超 え て 、その 
心 を 支 配 し 始 め る 。もし、感情に対する 人 々 の 過 度 の 「執 着 」が な け れ ば 、 
得 体 の 知 れ な い ブ ラ ッ ク ホ ー ル は 形 成 さ れ な い は ず で あ る 。心が執拗な 
感 情 に 占 拠 さ れ る と 、人 々 は 過 去 の 経 験 か ら 生 ま れ た 感 情 の 中 に 引 き 留  
め ら れ 、「現 在 進 行 形 」の 現 実 を 直 視 す る 機 会 を 少 な か ら ず 失 っ て し ま  
う。《臺 北 人 》には 過 去 の 感 情 に と ら わ れ た 人 々 の 人 生 の 苦 悩 が う か が え  
る。そ し て 、そ の 解 き 放 た れ な い 過 去 の 感 情 の 渦 中 に お か れ た 人 々 は 、あ
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る 者 は そ こ か ら 抜 け 出 よ う と す る が 、逆 に 、そ の 渦 に 呑 み 込 ま れ て し ま  
う。そこには人々の「執着」が大いに関係しているだろう。
7 .おわりに
張 大 春 の 自 伝 的 作 品 に 眷 村に住む子供たちが地球の向こう側のアメリ 
力 に 辿 り 着 く た め に 力 を 合 わ せ て 穴 を 掘 る と い う 散 文 が あ る 。（< 遼 寧 1 
16 巷 〉《中 國 時 報 •人 間 副 刊 》1 9 9 1 .9 .1 3 ) 無邪気な子供たちは今日一日 
で ア メ リ カ に 辿 り 着 け な か っ た の で 、明日はもっと早くから穴を掘ろう 
と 約 束 を す る 。こ の 小 品 か ら も 「反 共 」と い う 言 葉 が 空 洞 化 し た 後 、当時 
の 若 者 が 心 に 描 い て い た の は も は や 「帰る」大 陸 で は な く 、「行 く 」新天地 
で あ っ た こ と が う か が え る 。白 先 勇 は そ の 新 天 地 で 、自 ら を 大陸にも台 
湾 に も 戻 さ ず 、過 去 と 現 在 の 時 間 の 狭 間 に あ っ て 、大 陸 と 台 湾 で 生 き る  
人々を描いていたことになる。
《臺 北 人 》最後の作品 <  国 葬 〉は 「敬 礼 」の 号 令 で 物 語 が 終 る 。そ し て 、 
.こ の 霊 柩 車 を 見 送 る 兵 士 の 「敬 礼 」という言葉に、秦 義 方 は 南京時代を思 
い 出 し 、彼 の 回 想 の 中 で 、「敬 礼 」は 中 山 陵 参 拝 時 の 「敬 礼 」という号令と 
重 な っ て い く 。こ の 言 葉 は 正 に 現 在 か ら 過 去 を 傯 び 、そ し て 未 来 へ も 続  
く、白 先 勇 の 作 中 人 物 一 人 一 人 へ の 畏 敬 の 念 の 表 れ で あ り 、労いの言葉 
と言ってもいいのではないだろうか。
〈注 〉
(1 ) 19 6 0 年 3 月 創 刊 。経 済 事 情 に よ り 1 9 7 3 年 第 5 1 期 で 停 刊 。197 7 年 7 月《現代 
文 學 復 刊 》発 行 、1984年 5 月、第 2 2 期 で 停 刊 。
(2 ) 把 它 當 做 題 詞 是 有 原 因 的 。劉 禹 錫 是 中 唐 人 ，唐 朝 的 國 勢 已 經 衰 落 了 ，他嘗過許 
多 滄 桑 ，（中略）借 西 晉 遷 都 金 陵 的 歴 史 ，比 喩 國 民 政 府 渡 海 到 臺 灣 。
(3) イ ン タ ビ ュ ー の 返 答 は 以 下 の 通 り で あ る 。
結 局 私 は 『台 北 人 』で 歴 史 を 書 い た の だ と い う 気 が し ま す 。中 国 の 歴 史 で す 。 
『台 北 人 』は 国 民 党 政 府 と 共 に 南 京 か ら 台 北 へ 逃 れ て き た 人 々 を 描 い て い る  
わ け で す が 、過 去 の 中 国 の 歴 史 を 見 れ ば 、四 世 紀 三 国 時 代 に 西 晋 が 東 晋 へ と  
替 わ る 時 に 洛 陽 か ら 南 方 へ 都 を 移 し た り 、また北宋が 南 宋 に 移 行 す る 時 に 南  
方 へ 遷 都 し た こ と の 再 演 の よ う な も の で す 。歴史が繰り返されることのアイ
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ロニーです。（「白先勇氏インタビュー」『ユ リ イ カ 』2 0 0 0 年 8 月号）
(4) 柯 慶 明 < 情 慾 與 流 離 一 論 白 先 勇 小 説 的 戲 劇 張 力 > 《中 外 文 學 》第 3 0 巻 第 2 期 
P.30
(5) < 芝 加 哥 之 死 〉 （1 9 6 4 .1 )、< 上 摩 天 樓 去 > ( 1 9 6 4 .3 ) 、< 安 樂 郷 的 一 天 〉 （1 
9 6 4 .1 0 )、く火島之行〉 （1 9 6 5 .2 )、 く謫仙記〉 （1 9 6 5 . 7 ) 、く謫仙怨> (1 9  
6 9 .3 ) な ど を 指 す 。
(6) 「我 想 『臺 北 人 』對 我 比 較 重 要 一 點 。我 覺 得 再 不 快 寫 ，那 些 人 物 ，那 些 故 事 ,那 種  
已 經 慢 慢 消 逝 的 中 國 人 的 生 活 方 式 ，馬 上 就 要 成 為 過 去 ，一 去 不 復 返 ，」白先勇揮 
伸 著 手 臂 說 ••「一 去 不 復 返 了 。」
(7 ) 既 充 滿 了 國 民 政 府 興 亡 歴 史 ，又 遇 上 了 文 化 革 命 ，就 這 樣 一 個 個 故 事 寫 下 去 ，到 
最 後 一 章 才 想 起 了 這 個 基 調 ，可 能 跟 < 烏衣巷 >  這 首 詩 有 相 當 關 係 。
(8) 《臺 北 人 》里 面 的 人 物 ，大 都 是 中 、老 年 。中 、老 年 大 都 有 很 沉 重 的 回 憶 。我當時 
很 年 輕 ，在 那 個 時 候 寫 我 現 在 的 心 境 ，好 像 預 言 一 様 。尤 其 是 < 冬 夜 > 那 一 篇 ，寫 
的 是 一 位 老 教 授 。現 在 的 我 ，就 是 個 「冬 夜 」。
(9 ) 我 老 覺 得 美 的 東 西 不 長 存 ，一 下 子 就 會 消 失 ，人 也 如 是 、物 與 風 景 也 如 是 。（中 
略 ）歐 陽 子 説 整 部 《臺 北 人 》講 的 都 是 時 間 一 過 去 與 現 在 。其 實 ，我從開始寫作起 
以 至 現 在 ，也 許 就 只 講 了 那 麼 一 點 。《第 六 隻 手 指 》P.448
(10 ) 不 過 ，第 一 篇 的 調 子 跟 其 他 幾 篇 不 太 一 様 ，< 永 遠 的 尹 雪 艷 >寫 的 是 上 海 一 個  
高 級 交 際 花 的 故 事 ，她 是 永 遠 不 老 的 一 位 美 人 。這 篇 有 一 點 諷 刺 的 調 子 。 （中 
略 ）世 上 沒 有 東 西 是 永 遠 的 ,尤 其 是 人 ，不 能 永 遠 。《樹 猶 如 此 》P .202
(11 ) 其 實 我 只 去 過 一 次 舞 廳 ，第 一 次 回 國 時 ，•••我 看 到 一 個 大 班 ,他 們 說 她 以 前 是  
上 海 百 樂 門 的 紅 舞 女 ，我 忍 不 住 就 替 她 編 了 一 個 故 事 。《驀 然 回 首 》P. 174
(1 2 ) 得 月 台 在 秦 淮 河 畔 ，是 民 國 時 代 南 京 紅 極 一 時 的 清 唱 場 所 ，當 年 那 些 唱 平 劇 、 
唱 昆 曲 的 姑 娘 ,有 的 飛 上 枝 頭 ，變 成 了 大 明 星 、官 太 太 。
(13 ) 大 概 是 由 於 對 南 京 一 份 特 殊 感 情 ，很 早 時 候 便 寫 下 了 《遊 園 驚 夢 》，算是對故郷 
無 盡 的 追 思 。
(14 ) 在 眾 多 作 品 中 ，白 先 勇 獨 獨 偏 愛 「遊 園 驚 夢 」。不 是 因為外界對這個短篇有超乎 
尋 常 的 好 評 。《驀然回 首 》PP.173 —174
(15) 我 寫 這 篇 小 説 最 苦 ,至 少 寫 了 五 遍 ，所 以 印 象 深 刻 。《樹 猶 如 此 》P .205
(16) 他 的 「遊 園 驚 夢 」，誠 然 寫 出 了 錢 夫 人 的 身 世 悲 劇 ，但 其 中 回 蕩 著 的 也 有 對 傳 統  
文 化 藝 術 （特 別 昆 曲 藝 術 ）由 盛 而 衰 的 哀 惋 。《白先勇論 》P .30
(17) 已 婚 者 來 台 之 後 三 、四 十 年 不 得 與 大 陸 親 屬 聯 繫 ；未 婚 者 ，尤 其 是 士 官 兵 階 級 ， 
直 到 民 國 五 十 年 以 後 年 滿 2 8 歳 才 可 結 婚 ，而 到 了 此 時 ，大 多 数 士 官 兵 都 已 三 、 
四 十 歳 以 上 ，較 正 常 結 婚 年 齢 超 出 許 多 。<臺 灣 文 學 中 的 老 兵 題 材 > P .17
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) 1 8 * 那 年 父 親 率 領 我 們 全 家 到 中 山 陵 謁 陵 ,爬 上 那 三 百 九 十 多 級 石 階 ，是 一 個 莊 巖  
的 儀 式 。多 年 後 ，我 才 體 會 得 到 父 親 當 年 謁 陵 ，告 慰 國 父 在 天 之 靈 抗 日 勝 利 的  
心 境 。《樹 猶 如 此 》P .70
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